
■
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
４
品
目

の
ご
み
の
処
理
方
法

対
象
品
目

①
エ
ア
コ
ン
②
テ
レ
ビ

(

ブ
ラ
ウ
ン
管
式
、
液
晶
式
、
プ

ラ
ズ
マ
式)

③
冷
蔵(

凍)

庫
④
洗

濯
機
、
衣
類
乾
燥
機

処
理
方
法

▽
購
入
し
た
、
ま
た
は
買
い
換
え
す

る
販
売
店
に
依
頼

▽
市
の
許
可
を
受
け
た
業
者
に
依
頼

▽
メ
ー
カ
ー
が
指
定
し
た
引
取
場
所

(

ウ
ブ
カ
タ
資
源
㈱(

屋
形
原
町
２

１
１
３)

1
●
５
５
５
５)

に
持
ち

込
み

※
い
ず
れ
も
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
支

払
い
が
あ
り
ま
す

■
引
っ
越
し
に
伴
う
ご
み
の
処
理
方

法
処
理
方
法

▽
直
接
、
処
理
施
設
に
持
ち
込
み

▽
自
分
で
運
べ
な
い
場
合
は
、
市
の

許
可
を
受
け
た
業
者(
家
庭
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
載)
に
依

頼
持
ち
込
み
場
所

▽
燃
や
せ
る
ご
み
、
可
燃
性
粗
大
ご

み(

木
製
家
具
、
布
団
な
ど)→

清

掃
工
場(

白
岩
町)

1
●
１
０
０
９

へ
▽
燃
や
せ
な
い
ご
み
、
不
燃
性
粗
大

ご
み(

金
属
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

家
具
、
大
型
家
電
製
品
な
ど)→

最
終
処
分
場(

上
川
田
町)

1
●
８

５
９
９
へ

※
使
用
で
き
る
物
は
む
や
み
に
捨
て

ず
、
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ

環
境
課
廃
棄
物
係(

東

原
庁
舎
内)

1
内
線
７
７
３
７
３

へ新
製
品
や
新
商
品
の
開
発
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
事
業
者

市
内
に
主
た
る
事
業

所
を
有
す
る
中
小
企
業
者
と
各
種

中
小
企
業
団
体

対
象
事
業

中
小
企
業
者
が
自
ら
行

う
新
製
品
・
新
商
品
に
関
す
る
開

発
で
、
事
業
化
と
市
場
性
が
見
込

ま
れ
る
も
の

対
象
経
費

▽
原
材
料
や
副
資
材
の

購
入
に
要
す
る
経
費
▽
機
械
装
置
、

ま
た
は
工
具
器
具
の
購
入
、改
良
、

据
付
、
借
用
な
ど
に
要
す
る
経
費

▽
外
注
加
工
に
要
す
る
経
費
▽
開

発
に
必
要
な
市
場
調
査
、
大
学
な

ど
試
験
研
究
機
関
と
の
共
同
研
究
、

デ
ー
タ
試
験
な
ど
に
要
す
る
経
費

▽
外
部
か
ら
の
各
種
専
門
家
の
指

導
に
要
す
る
経
費
▽
研
究
開
発
成

果
の
知
財
出
願
な
ど
に
要
す
る
経

費
補
助
額

対
象
経
費
か
ら
20
万
円
を

減
じ
て
得
た
額(

上
限
80
万
円)

申
し
込
み

４
月
１
日(

水)

か
ら
５

月
15
日(

金)

ま
で
に
所
定
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
産
業

振
興
課
商
工
振
興
係
へ

問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
商
工
振

興
係
1
内
線
３
２
５
５
へ

(

一
財)

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
に
、

宝
く
じ
の
収
益
を
活
用
し
て
自
治
会

な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
へ
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
で
は
、
西
倉
内
町
で
区
民
館

を
新
築
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
1
内

線
３
２
１
２
へ
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■
森
林
の
館
・
芝
生
広
場

▽「
手
づ
く
り
の
輪
」市

「
手
づ
く
り
」を
頑
張
っ
て
い
る
作

家
や
作
り
手
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会

し
ま
す
。

と
き

４
月
４
日(

土)

、
５
日(

日)

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
雨
天
決
行

問
い
合
わ
せ

サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま

た
1
●
９
３
０
１
、
農
林
課
振
興

係
1
内
線
３
２
３
４
へ

父
親
の
子
育
て
参
加
を
応
援
す
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
や
参
加
型
の
ま
ち

づ
く
り
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る

講
師
を
招
き
、
仲
間
づ
く
り
と
地
域

活
動
を
楽
し
む
秘
訣
を
学
び
ま
す
。

平
成
26
年
度
市
民
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
事
業
補
助
金
事
業
報
告
会

も
同
時
に
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

３
月
14
日(

土)

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
３
階
第
１
講

義
室

講
師

西
川
正
さ
ん(

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ハ
ン
ズ
オ
ン
埼
玉)

参
加
費

無
料

申
込
期
限

３
月
12
日(

木)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
民
活

動
セ
ン
タ
ー(

保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
内)

1
●
８
４
４
４
へ

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
目
の
不

自
由
な
人
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提

供
す
る
た
め
、
点
訳
技
術
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

点
訳
が
初
め
て
の
人
や
点
訳
経
験

者
も
一
緒
に
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

４
月
９
日
か
ら
５
月
28
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時(

計
８
回)

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

研
修
室

対
象

初
級(

初
心
者
）、
中
級(

初

級
修
了
者)

受
講
料

無
料(

テ
キ
ス
ト
・
教
材

は
主
催
者
で
用
意
し
ま
す)

申
込
期
限

４
月
１
日(

水)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福

祉
協
議
会(

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内)

1
●
１
９
９
０
へ

13

お
知
ら
せ

募
　
　
集

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

「
サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た
」か
ら
の

お
知
ら
せ

父
さ
ん
た
ち
の
地
域
で
活
躍
す
る

仲
間
づ
く
り

���
���

月
火
水
木
金
土・日

ケミカルピーピング
睡眠と肌の健康
自律神経失調症
歯が抜けたままだとどうなるの？
歯科のレントゲン検査
継続的な歯科受診の重要性

■1０２７(２３４)４
ヨ

９
ク

７
ナ

０
レ

を回すと
約３分間の健康講話が聞けます。

http://www.raijin.com/kenko/

【直接相談タイム】直接医師が電話にでます。
３月は11日(水)内科・小児科と19日(木)歯科です。
時間は午後７時30分～９時

３月の健康テレホンサービス 家
電
リ
サ
イ
ク
ル
と
引
っ
越
し
に

伴
う
ご
み
の
処
理

ご
利
用
く
だ
さ
い

沼
田
市
ぐ
ん
ま
新
技
術
・
新
製
品

開
発
推
進
補
助
金
制
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

西
倉
内
町
の
区
民
館
が
完
成

｢手作りの輪｣市

も
　
り

春の全国火災予防運動 （３月１日～７日)

３月１日(日)から７日(土)まで｢春の全国火災予防運動｣が

実施されます。また、全国山火事予防運動と車両火災予防運

動が併せて実施されます。

暖房やガス器具の使用方法、出掛ける前や寝る前、火を扱

った後は火の元を再確認し、火災を防ぐために一人一人が火

の取り扱いに十分注意しましょう。出火原因の多くは、こん

ろやたばこなどです。日常生活の中でのちょっとした油断が

火災につながるケースが目立っています。

市内では２月15日現在で、すでに６件の火災が発生してい

ます。内訳は、建物火災５件、その他の火災が１件で、３人

の尊い生命が奪われています。

空気が乾燥し、ストーブやヒーターなどの暖房器具を使用

する季節です。生命や財産を守るため、火の元には十分注意

し、火災の発生を予防しましょう。

～山火事から緑を守ろう～

ごみの焼却による延焼やたき火、

たばこの投げ捨てなどが原因で、毎

年多くの森林が失われています。空

気が乾燥する３月から５月にかけて

は、山火事が非常に発生しやすくなります。

大切な森林を守るため、山火事を起こさないように注意し

ましょう。

問い合わせ 防災対策課消防係1内線３３６３へ
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